
 

1. はじめに

平成 23 年

多数の深層崩

道を閉塞す

野川水系川原

うな箇所の

約 900 万 m3

ムが形成され

雨時に越流

る．その他，

出が観察され

樋川の合流点

とで川原樋川

このような

流点付近の現

の整備，流砂

像撮影等を実

の土砂動態観

た流砂観測

紹介する． 

図 1.合流
 
2. 流砂観測

赤谷川・川

測を目的と

置箇所は，合

構造物の天端

流

赤

国土

国土

アジ

に 
年 9 月の紀伊

崩壊が発生す

ることにより

原樋川の支川

1 つである
3の崩壊が発

れた．その後

を繰り返し，

，崩壊斜面の

れている．流

点付近に堆積

川の流水・流

トラブルスポ

現象の把握を

砂量観測，PIV
実施し，赤谷

観測を実施し

の概要と，昨

流点と流砂観

測機器の整備

川原樋川合流

し，流砂観測

合流点より下

端とした．設

流砂観測機器設

赤谷川・川

土交通省大規

土交通省国土

ジア航測（株

伊半島大水害で

するとともに

り天然ダムが

川である赤谷

（図 1）．赤谷

発生し，高さ約

後，天然ダム

その度に侵

の再崩壊や裸

流出した土砂

積し，河床上

流砂の阻害要因

ポットとなる

を目的として

V 解析および

谷川と川原樋

している．こ

昨年度の観測

観測機器設置位

備 
流点付近にお

測機器を設置

下流約 200m
設置した観測

合流点 

設置箇所 

川原樋川合流

規模土砂災害

土技術政策総合

株）     

では，紀伊山系

に，崩壊土砂が

が形成された．

谷川流域もその

谷川流域では

約 85m の天然

ムは台風などの

侵食が発生して

裸地からの土砂

砂は赤谷川と川

上昇が発生する

因となってい

可能性のある

て，流砂観測機

び UAV による

樋川の合流点付

ここでは，実施

測データの一部

位置との関係

おける土砂動態

置した．機器の

に位置する横

測機器は，プレ

対象地

流点付近に

対策技術セン

合研究所（大
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系で

が河

．熊

のよ

は，

然ダ

の豪

てい

砂流

川原

るこ

いる．

る合

機器

る画

付近

施し

部を

 
係 

態観

の設

横断

レー

ト型

を収

耐久

に，

度計

岸側

（図

を計

止画

 
3. 合
3.1

流

域で

度の

の中

台風

に示

濁

が上

土砂

地域 

における土砂

ンター   

大規模土砂災

伸浩・岡野和

型ハイドロフ

収集するデー

久性の高いプ

左岸側護岸

計は，左岸側

側護岸裾部に

図 2，図 3）．
計測するため

画あるいは動

図 2

図 3.流砂観測

合流点付近に

合流点付近の

流砂観測は，

では，平成30
の台風により

中で累加雨量

風20号時の雨

示す． 
濁度，パルス数

上昇を開始し

砂移動が開始

プレート型

砂動態観測

  小竹利明

災害対策技術セ

和行・井元成治

フォン，濁度計

ータロガーであ

プレート型と

岸裾部より 9m
側護岸裾部に設

に設置している

また，流砂観

めにインターバ

動画を 5 分間隔

2.流砂観測機

測機器設置状

における土砂

の流砂量観測

平成30年3月
0年に台風20
豪雨がもた

量，最大時間雨

雨量，流量，濁

数ともに8月2
していることか

始したと推定さ

ハイドロフォ

デー

測 

明・菅原寛明

センター） 

治・吉野弘祐

計およびそれ

ある．ハイド

し，横断構造

m の位置に埋

設置した．水

る既設のもの

観測機器の他

バルカメラを

隔で取得した

機器設置状況 

状況（合流点

砂動態観測 
測 
に開始した．

0号，21号お

らされた．こ

雨量ともに最

濁度およびパ

23日19時30分
から，この時

される．濁度
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水位

ータロガー 

明・田中健貴

 木下篤彦

祐・井之本信

れらのデータ

ドロフォンは

造物天端中央

埋設した．濁

水位計は，左

のを活用した

他，表面流速

を設置し，静
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下流側） 

川原樋川流

よび24号の3
これらの豪雨
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ルス数を図4

分頃に観測値
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時30分頃に上

限値に達し

イミングが早

ーバルカメ

計測して作

推定したも

 
3.2 UAV 撮影

3度の台風

点付近のUA
次元地形デー

では，台風豪

ため，対空標

かった．代

ザ計測デー

とにより3次
した3次元デ

図6に，横断

上限値に達し

ていることか

早いことがわ

ラで撮影した

成したH-Q曲

のである（図

図 4.流砂

図 5.PIV 解析

影による合流

風豪雨イベン

AV撮影を実

ータを作成し

豪雨イベント

標識の設置お

わりに，平成

タから不動点

次元地形モデ

データを立体

断形状を図7に

し，流量は同日

から，流量よ

わかる．なお

た動画から水

曲線を用いて

図5）． 

砂量観測データ

析による流速

流点付近の河

ントの前後4回
施し，SfM1）

した（図6）．

ト間の短期間

および現地測

成29年に実施

点を抽出し，

デルの座標付け

体可視化した

に示す． 

日3時30分頃に

より土砂流出の

お流量は，イン

水位ごとの流速

て，観測水位か

タ 

速分布 

床地形計測 
回にわたり，合

）技術を用い

台風後の3時
間の実施であっ

測量を実施でき

施された航空

図化標定する

けを行った．作

微地形表現図

に上

のタ

ンタ

速を

から

 

 

合流

いて3
時期

った

きな

レー

るこ

作成

図を

図 7
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